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フランス=ベルギー系漫画小史
黎明期から今日まで

はじめに

　20世紀後半以降、独自の漫画文化を築いてきた日本においては、外国漫画の翻
訳紹介がなかなか軌道に乗らない状況がつづいてきた。ごく一部の海外漫画愛好
者を除いては、いわゆる「日本漫画」と異なる漫画文化を目にする機会は限られ
ており、とりわけ英語圏以外の作品は遠い存在であったと言える。
　しかし、ここ数年で趨勢は変わりつつある。フランスおよびベルギーをひとま
ずの中心とするヨーロッパ漫画の翻訳出版に、人文系出版社が乗り出す事例が相
次ぎ（1）、さらに2010年からは大手の小学館集英社プロダクションが本格的に参入
して、刊行点数は大幅に増えた。
　フランス語で「漫画」を意味する「バンド・デシネ（bande dessinée）」およ
びその略称「BD（ベデ）」という単語は、フランス・ベルギー周辺の漫画を指す
日本語の言葉として、英語圏の「グラフィック・ノベル」とともに定着しつつあ
る。そして「バンド・デシネ」や「グラフィック・ノベル」の受容層は、従来の
日本漫画ファンと完全に重なるわけではなく、むしろ海外文学の愛好者と重なる
部分がある。人文系出版社が翻訳紹介に加わったのも、そのことと対応している
と考えてよいだろう。
　小説とひと言で言ったときに、児童小説から探偵もの・SFものなどのジャン
ル小説、そしていわゆる純文学と総称されるような詩的・実験的なものまでさま
ざまな作品が含まれるのと同様、漫画も多種多様であることは言うまでもない。
フランス系の漫画にしても、まずは歴史的な流れ、様式上の影響関係、代表的な
作家の特徴を知ることが、文化の一形態として認識するための第一歩となるだろ
う。
　本論は、ヨーロッパ内のフランス語圏であるフランス、ベルギー、スイスを中
心に、イタリア、スペイン、さらにアルゼンチン出身の作家なども含めて形成さ
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れている漫画文化圏の作品を、フランス語で用いられる呼称を便宜上採用して「フ
ランス=ベルギー系漫画（bande dessinée franco-belge）」と呼ぶこととし、その
歴史を素描していく。日本語によるこうした試みがまだ少なく、入手しにくい文
献もあることから、ここであらためて当該漫画文化の輪郭を描くことにより、今
後の日本におけるヨーロッパ漫画研究、あるいは世界の漫画文化を視野に入れた
日本漫画・漫画理論・比較漫画研究、さらには漫画を対象としたフランス語研究
などに貢献できるものと考える。

日本におけるフランス=ベルギー系漫画史紹介

　まず、本論に先行するフランス=ベルギー系漫画の概説記事を確認しておこう。
　貴田奈津子が1998 〜 99年に月刊『ふらんす』で連載した「9番目のアート　バ
ンド・デシネ案内」（2）は、主として出版史の視点から1960年代以降のフランス=
ベルギー系漫画の流れを追いつつ、各時代の代表作を紹介していくもので、長く
はないものの、情報の密度は高い。最終回では、当時アングレーム漫画・映像博
物館の漫画部門ディレクターであり、今日にいたるまでフランス=ベルギー系漫
画研究界の屋台骨を支えているティエリ・グルンステン（Thierry Groensteen、
記事ではティエリー・グロンスティンと表記）にインタビューするなど、フラン
ス在住者ならではの現場感覚にあふれた連載となっている。
　また、2003年には川崎市市民ミュージアムで『フランス　コミック・アート展』
が開催され、これに合わせて、展示された漫画家それぞれの略歴および代表作の
紹介文をふくむ丁寧なつくりのカタログが刊行された（3）。貴田奈津子はこの中
で、『ふらんす』の連載を下敷きにしつつ、19世紀〜 20世紀前半の重要な作品も
加えた「バンド・デシネ　その誕生と変遷」を執筆している。また、川崎市市民
ミュージアム学芸員の細萱敦が日仏漫画文化の差異に触れつつ展覧会の主旨を述
べているほか、海外漫画紹介の第一人者である小野耕世がフランス=ベルギー系
漫画との出会いを語っている。
　後述するように、1990年代以降のフランスでは、従来見られなかったスタイル
をもつ若手漫画家がこぞって頭角を現しており、ニコラ・ド・クレシー（Nicolas 
de Crécy）（4）、ルイス・トロンダイム（Lewis Trondheim）（5）、ジョアン・スファー
ル（Joann Sfar）（6）、ダヴィッド・ベー（David B.）などがこの展覧会で紹介され
ている。この展覧会から数年後、これらの作家たちの作品は相次いで翻訳出版さ
れることとなった。
　貴田による『ふらんす』の連載記事が1960年代以降を中心とするものであり、
また『フランス　コミック・アート展』カタログがフランス=ベルギー系漫画の
現状を知らしめることに重きを置いていたのに対し、カルチャー系男性誌『pen』
が2007年に組んだ特集「世界のコミック大研究。」（7）は、主に19世紀から20世紀
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前半の日本、アメリカ、ヨーロッパの漫画を多様な角度から見せていくもので、
のちにグルンステンの『マンガのシステム』翻訳者となる野田謙介が企画・構成
を手がけた（8）。フランス語文献を視野に入れた特集内容は、英語経由・アメリカ
中心の漫画史観とは一線を画しており、アメリカに匹敵する歴史と多様性をもっ
たヨーロッパ漫画の古典を、豊富な図版とともに解説している。
　ただ、ある程度フランス的な視点を反映しているとはいえ、『pen』の特集は
あくまでアメリカとヨーロッパを並置しつつ、世界の魅力的な初期漫画にテーマ
別にスポットを当てていく形式を取っており（媒体の性質からして当然ではある
が）、フランス=ベルギー系漫画の通史にはなっていない。
　このような現在までの国内におけるフランス=ベルギー系漫画史概説の試みを
踏まえながら、以下、クロード・モリテルニ他『漫画の冒険』（9）、ティエリ・グ
ルンステン『漫画』（10）などの概説書を参考に、フランス=ベルギー系漫画のごく
簡単な歴史と代表作を記していく（11）。

創始者としてのテプフェール

　ヨーロッパのフランス語圏とその周辺に生まれた漫画が、フランス語において
「フランス系」ではなく「フランス=ベルギー系」と敢えて呼ばれるのは、のち
に詳述するように、こと漫画に関してはベルギーが20世紀前半から今日にいたる
まで、フランス語漫画の重要な産地でありつづけているためである。だが、近代
漫画の創始者と目される描き手は、フランスでもベルギーでもなく、スイスのフ
ランス語圏に属するジュネーヴから出現した。
　1799年に生まれたロドルフ・テプフェール（Rodolphe Töpffer）は、画家の父
をもち、自らも画家を目指したが、眼病に冒されて絵画の道を諦めざるを得ず、
文学に転向して寄宿学校の経営者となった。小説や旅行記を書く一方、生徒や友
人たちのために絵と物語を合体させた「版画物語」として、1827年に『ヴィユ・
ボワ氏』（Mr Vieux Bois）を創作した（12）。これを友人がゲーテに送ったところ、
熱烈な賛辞を受けたことから、テプフェールは同作の出版を決意し、1837年に刊
行した。
　『ヴィユ・ボワ氏』のあとも、テプフェールは版画物語を描きつづけ、『ジャボ
氏』（Mr Jabot, 1833）、『クレパン氏』（Mr Crépin, 1837）、『ペンシル氏』（Mr 
Pencil, 1840）、『フェステュス博士』（Dr Festus, 1840）、そして亡くなる前年に『ア
ルベールの物語』（Histoire d’Albert, 1845）を発表した。また、『観相学試論』（Essai 
de physiognomonie, 1845）で、人間の顔だちと表情について論じたが、この論考
は図も文章も手描き（手書き）にしたものを転写石版で印刷するかたちを取って
おり、内容のみならず形式においても版画物語群と近い位置にある。
　ティエリ・グルンステンと、漫画原作者であり漫画理論家でもあるブノワ・ペー
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タース（Benoît Peeters）は、1994年に『テプフェール　マンガの発明』と題して、
『観相学試論』全文などテプフェールの文章の再録に、両編者によるテプフェー
ル論を加えた一冊を出版した。この本は今年に入って邦訳が刊行されている（13）。
また英語では、デイヴィッド・カンズルが2007年にテプフェールに関する英語圏
で初の研究書『漫画の父、ロドルフ・テプフェール』を上梓した（14）。これらの
書物を通じて、近代漫画の黎明期におけるテプフェールの重要性は、近年、世界
の漫画史研究者のあいだで広く知られるようになったと言える。

近代漫画とは何か

　ところで、テプフェールを「漫画の父」と見なして再評価することは、そもそ
も「漫画」という芸術形式をどのように定義するかという問題と関わってくる。
　複数の絵を並べることによってひとつづきの物語を表現するという方法そのも
のは、むろんテプフェール以前より洋の東西を問わず用いられてきた。絵巻物の
たぐいは言うに及ばず、ヨーロッパの場合であれば中世の教会建築で彫刻やステ
ンドグラスに描かれる聖人伝もこれに相当するものと見なすことができる。
　テプフェール登場の少し前にあたる18世紀末ごろの西欧では、漫画の先駆けと
考えられる表現方法を用いたポピュラーな印刷物として、一方では民衆版画（エ
ピナル版画、images d’Épinal）、他方では諷刺画があった。
　民衆版画はかつて行商人が売り歩いた色刷り版画で、一連の小さな図版に文章
が添えられるかたちで寓話などさまざまな物語が語られており、当初は農民や職
人を主たる読者としていたが、次第に子ども向けの商品が増えていった。
　また、版画による諷刺画は、18世紀には特にイギリスで盛んに制作された。ウィ
リアム・ホガース（William Hogarth）、ジェイムズ・ギルレイ（James Gillray）、
トマス・ローランドソン（Thomas Rowlandson）などが代表的な作家として挙げ
られる（15）。一枚の紙にひとつの絵が描かれ、下に短い文章が添えられる形式で
あるが、ホガースの『娼婦一代記』（A Harlot’s Progress, 1732）や『当世風の結婚』

（Mariage à la mode, 1743）のように連作として発表されるものもあり、そうなる
と、ある人物の身に起きた出来事を絵で語っていく点で物語漫画に近づく。
　イギリスの諷刺画では、かねてより吹き出しが使われていたことも、確認して
おこう。民衆版画も諷刺画も、絵の下にキャプションが入る方式が主流ではある
が、吹き出しが「発明」されていなかったわけではまったくないのだ。単独の図
像による諷刺画には使われる吹き出しが、連続図版による物語では長らく導入さ
れなかった経緯については、スモルドラン『漫画の誕生』に詳しい（16）。
　さて、こうした版画文化のなかにあって、テプフェールの版画物語の革新性は
どこにあったのだろうか。主にグルンステンの記述にしたがいつつ、三つの点を
示しておこう（17）。
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　まず、印刷媒体として転写石版（autographie）を使用したことが挙げられる。
転写石版はリトグラフの一種で、インクとペンで転写紙に書いた絵や文字をその
まま印刷することができる。
　通常の諷刺画や民衆版画では、元になる絵を、画家自身ないし版画職人が左右
反転させたかたちで銅版や木版に彫りこみ、添える文章は別に活版で組んで刷り
あげることになる。これに対し、転写石版を用いると、左右を反転させる必要が
ないため、手書きで文字を入れることができる。精密なくっきりした絵にはなら
ない代わり、絵と文字が一体化した画面構成が可能になり、横書きの文字と同様
に左から右へと視線を移動させていく読者の身ぶりに合った各コマの構図および
コマ運びの工夫が生まれる。これは民衆版画や諷刺画にはないもので、近代漫画
の根幹をなす要素と言える。
　さらに、民衆版画が同型の図を、いわばカルタのように並べただけであるのに
対し、テプフェールは描くべき内容に合わせてコマの幅を自由に変化させており、
かつ、複数のコマが連なったページ全体を画面として見たときの統一感に気を
配っている。小さな絵がただ並んでいるのではなく、複数の絵があると同時にペー
ジ全体でひとつの絵でもあるという漫画の性質に見合った美意識を有しているの
だ。たとえば『アルベールの物語』で再会の乾杯が延々と繰り返される場面をだ
んだん狭くなっていくコマで表現するなど、コマ割りそのものを利用したギャグ
もすでに導入している。【図1】（18）

　しかも、テプフェールは作中人物を漫画的な「キャラクター」として造形する

【図1】
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ことに対し、明確な問題意識をもって取り組んでいた。「転写石版試作」で、彼
は鼻、顎、目など顔の各部の特徴を組み合わせてみたときに、それぞれどういっ
た性格の人間に見えるか、といった比較を展開している（19）。観相学そのものは
当時流行の学問分野ではあったが、テプフェールの場合、ある現実の顔貌上の特
徴が特定の性格を決定するということよりは、さまざまな顔を絵に描いたときに
読者にとってどのように見えるかということ、あるいは、同一人物を繰り返し描
いたときに、同じ「顔だち」を保ちつつ「表情」をデフォルメして伝えるにはど
のように描けばよいかといったことに関心を寄せている。こうしたキャラクター
とデフォルメにまつわる問題も、近代漫画を考えるにあたって、最も重要な論点
のひとつとなるものだろう。
　以上の三点からわかるように、テプフェールの仕事は、われわれが今日なんと
なく「漫画」として受け取っている形式とはいったい何なのか、絵巻物や諷刺画
とは似ているけれども異なり、またヨーロッパ・アメリカ・アジアでスタイルは
異なれど共通する「漫画」の原理とは何なのか、ということを考えさせずにはお
かない。
　テプフェールの作品が知られる以前、アメリカでは長らく19世紀末のアウト
コールト『イエロー・キッド』（Richard F. Outcault, The Yellow Kid, 1896）（20）を「漫
画の父」として扱ってきたが、これはアウトコールトが初めて絵の連続による物
語に吹き出しを導入したためとされている。確かに今日、巷間にあふれる漫画を
眺めるならば、吹き出しを使った作中人物の台詞が必ず目に入る。しかし、吹き
出しは漫画という表現形式にとって絶対不可欠の要素―すなわち、吹き出しが
なければ決して漫画ではない―と言えるだろうか。
　テプフェールの版画物語は吹き出しを用いず、民衆版画のように絵の下部に語
りを添えているため、もし吹き出しの有無が漫画であるかどうかを決定するので
あれば、漫画とは言えない。けれども、上に見たとおり、読者の視線がコマの連
続を追うかたちで、ビジュアルな物語を読み取っていくという仕組みを、もっと
も根本的な近代漫画の原理と捉えるならば、テプフェールをもって漫画は紛れも
なく成立していることになるのだ。

政治諷刺から目の快楽へ

　テプフェールがジュネーヴで活動していた19世紀前半、フランスでは政治諷刺
画を掲載する定期刊行物が数多く発行されていた。先に見たイギリスの諷刺画と
同様、独立した一枚の絵に文を添えるものが主流だが、テプフェール作品に似た
物語漫画の体裁をもつものもあった。例として、二月革命直後の1848 〜 49年に『滑
稽雑誌』（Revue comique）で連載された、ナダールの『レアック氏』（Nadar, 
Monsieur Réac）がある。ナダールは今日では写真家としての活躍が知られてい
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るが、諷刺画家でもあった。「レアック」は「レアクショネール」（réactionnaire）
すなわち「反動派」の略で、革命後の混乱に乗じる保守的な資産家を諷刺する一
代記といった内容である。だがその後、第二帝政がはじまると、刊行物の政治諷
刺に対する検閲が厳しくおこなわれ、諷刺系の紙誌は力を失っていく。
　他方、1870年代に入って第三共和政の時代になると、キャバレー文化が盛りあ
がりを見せ、詩人・音楽家・画家など多岐にわたる分野の芸術家がパリの「黒猫」
といったキャバレーに集って、イベントを企画したり機関紙を発行したりするよ
うになる（21）。その中で、今度はむしろ政治と切り離されたナンセンス志向のサ
イレント（文字なし）漫画が『黒猫』紙の定番ジャンルとなり、複数の描き手が
作品を発表した。代表的なものとして、「黒猫」のポスターで名高いスタンラン

（Théophile Alexandre Steinlen）による、まさに黒猫を主人公とした作品【図2】（22）、
またピエロのキャラクターを使ったヴィレット（Adolphe Willette）の寓話的な
作品などがある。
　文字を入れず、キャラクターの動きを追っていくこうしたサイレント漫画の登
場は、同時期に形をなしつつあったアニメーションおよび実写映画の技術を、否
が応でも連想させる。パラパラ漫画の原理を用いたプラクシノスコープ、それを
さらに大がかりにしたテアトル・オプティークをエミール・レノーが発表したの
は1870年代から1880年代にかけてであり、また同じころにマイブリッジが連続写
真を発明して、これらが1895年のリュミエール兄弟による映写機の発明につな

【図2】
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がっていく。20世紀に入ると、映写機を使ったアニメーションが作られるように
なるが、その最初期のアニメーション作家のひとりに、キャバレーでの芸術活動
をおこなっていたエミール・コール（Émile Cohl）がいることは興味深い。
　印刷された漫画と、映画のアニメーションとは、当然ながらまったく異なる芸
術分野であって、単純な混同は慎まなくてはならない。それでも「静止画を連続
して見ると、動いているように見える」という点で両者が重なることも確かであ
る。物語の筋よりも、猫の姿勢の変化やスピード感の表現を重視したスタンラン
のサイレント漫画は、映画の時代がはじまりつつあることを強く感じさせる。

子ども向け漫画の時代

　カウンターカルチャーの草分けといった芸術活動がキャバレーで展開され、そ
のなかでビジュアル重視のサイレント漫画が描かれた一方、子ども向け雑誌『ル・
プチ・フランセ・イリュストレ』（Le Petit Français illustré）では、1889年から
1905年にかけて、クリストフ（Georges Colomb, dit Christophe）が『フヌイヤー
ル一家』（La Famille Fenouillard）などの絵物語を連載し、人気を博した。
　クリストフは1856生まれ、本名をジョルジュ・コロンといい、植物学者である
とともに、科学系の教科書などの作者でもあった。彼の作品は、同型コマを並べ、
各コマの下に活字で物語を印刷したもので、形式としては一見、民衆版画に近い。
ただ、『フヌイヤール一家』ひとつを取ってみても、ある光景の下半分のみを描
いてから、次のコマで「知性にかぎりがあり想像力の足りない読者のために」と
断って同じ光景の上半分を描いたり【図3】（23）、あるいはひどい目に遭って愕然
とするフヌイヤール一家の姿をあえて後ろ姿で描いて表情を読者から隠したり、
高いところにいる人物を眺める通行人たちの様子を真上のアングルから描いたり

【図3】
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するなど、コマの内部であれページ全体であれ、画面構成の美的・物語的効果に
対する意識がきわめて高く、その点でやはり民衆版画との違いは明白である。
　クリストフの成功以降、フランスでは子ども向けの雑誌が長らく漫画の主たる
発表媒体として定着した。これは大人向けの新聞での漫画連載が発達したアメリ
カと、大いに異なる点である。フランスにおいて大人の読者を対象とする漫画が
一般化するには、20世紀後半を待たねばならない。

冒険少年の栄光

　20世紀に入るころ、アメリカではアウトコールトのほか、ルドルフ・ダークス
『カッツェンジャマー・キッズ』（Rudolph Dirks, The Katzenjammer Kids, 1897）、
ウィンザー・マッケイ『リトル・ニモ』（Windsor McCay, Little Nemo, 1905）（24）

など、吹き出しを用いた「漫画らしい」（と現代の視点から感じられる）作品が続々
と登場する。対してフランスでは、クリストフ以降、ジョゼフ・パンション『ベ
カシーヌ』（Joseph Pinchon, Bécassine, 1905）、ルイ・フォルトン『レ・ピエ・ニ
クレ』（Louis Forton, Les Pieds nickelés, 1908）など、クリストフと同じく絵の下
に文章を添える形式の作品が子ども向け絵入り雑誌に発表された。
　吹き出しによる作中人物の台詞のみで展開するアメリカ式の物語漫画を最初に
フランス語圏で完全に採り入れたのは、アラン・サン=トガンの『ジグとピュス』
とされる（Alain Saint-Ogan, Zig et Puce, 1925）。ジグとピュスという二人の子ど
もがアメリカを目指す旅に出て、いろいろな事件に出会う、という冒険もののシ
リーズで、『ディマンシュ・イリュストレ』誌（Dimanche-illustré）に連載され、
1ページで1話が完結する形式を採った。【図4】（25）

　子どもが自分たちだけで長旅に出たり事件を解決したりする趣向は、その後フ
ランス語漫画の金字塔となるエルジェ

（Georges Rémi, dit Hergé）の『タン
タンの冒険』（Les Aventures de Tintin, 
1929）に繋がるものである。
　『ジグとピュス』シリーズについて、
もうひとつ特筆すべきは、主人公の少
年たち以上の人気を集めるにいたった
ペンギンのアルフレッドの存在だろ
う。旅の途中で出会って以来、二人に
いつも付き添っているアルフレッド
は、マスコットとして幅広い支持を得
て、ぬいぐるみなどのキャラクター商
品が売り出された。のちに1970年代に 【図4】
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入り、フランス=ベルギー漫画圏最大のイベントとなるアングレーム国際漫画祭
が創設された折には、公式マスコットに採用されたほど、アルフレッドはフラン
ス語漫画を代表するキャラクターとなった。
　さて、子どもの冒険という設定、吹き出しの全面的な使用、主人公に寄り添う
人間めいた動物の存在といった点で『ジグとピュス』と共通する要素をもちつつ、
これを遙かにしのいでフランス=ベルギー系漫画の象徴となるシリーズが、『ジ
グとピュス』の4年後、1929年に連載開始された。エルジェの『タンタンの冒険』
である。
　エルジェは本名をジョルジュ・レミといい、1907年、ブリュッセルに生まれた。
少年時代にカトリック系のボーイスカウトに入隊し、その機関誌『ボーイスカウ
ト』（Le Boy-Scout）に絵入り物語を描きはじめる。そのうち「エルジェ」（本名
のイニシャルRGのフランス語による発音に綴りをあてたもの）と署名するよう
になり、この筆名を1983年に亡くなるまで一生使いつづけることになった。
　エルジェは画家としての専門教育を受けているわけではなく、1925年、『20世紀』

（Le Vingtième siècle）新聞社に入社したときは定期購読の担当だった。しかし、
兵役を終えて仕事に復帰した1928年、社主のワレ神父に見出されて、写真やイラ
ストレーションの担当となり、さらに新しく創刊された子ども向け付録誌『こど
も20世紀』（Le Petit Vingtième）の編集長に抜擢される。翌年、この雑誌でシリー
ズ第一弾となる『タンタン　ソビエトへ』（Tintin au pays des Soviets）の連載を
開始した（26）。
　『20世紀』という新聞は、エルジェ一家と同様、カトリック系で右派に属する。

『タンタン　ソビエトへ』は、掲載紙の意に沿うかたちで、当時のソビエト連邦
の現実を告発するものである。『こども20世紀』の少年特派員であるタンタンが
ソ連へ潜入したところ、そこは理想の国家どころか、言論封殺のはびこる全体主
義の国だった、という筋立てだ。
　言うまでもなく、この頃はこうしたソ連批判が次々と出てきていた時期で、エ
ルジェも実際に現地を訪れるのではなく、既存の書物を元に物語を作りあげた。
だが戦後、その内容を不適当と判断したエルジェは、この巻だけはカラー版に描
き直して再刊することをしなかった。エルジェの生前に刊行された『タンタン』
シリーズ23巻のうち『タンタン　ソビエトへ』のみモノクロ版しか存在しないの
はこのような事情による。
　とはいえ、『タンタン　ソビエトへ』は、その後のシリーズに通底する要素が
すでに多く見られ、作品として古びない魅力がある。時事を織りこみつつも軽妙
なドタバタ劇に仕立てる手腕、現地の服装に身をつつむタンタン、犬のスノー
ウィー（原書ではミルー）の存在など、『タンタン』のスタイルが最初からかな
り完成されていたことが見てとれる。また、ほかの巻がスタジオ・エルジェによ
るカラー版に置き換えられたのに対して、初期の活き活きとしたエルジェの描線
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を味わうことができるという意味では、この巻はいまやむしろ貴重な存在と言え
るだろう。
　『タンタン　ソビエトへ』の連載終了後、エルジェは『タンタンのコンゴ探検』

（Tintin au Congo, 1930）、『タンタン　アメリカへ』（Tintin en Amérique, 1931）と
連載をつづけていく。一年から二年かけて雑誌に連載し、終わりしだい単行本化
するというリズムができ、1932年からは、カステルマン社（Casterman）が単行
本の版元となる。カステルマン社は『タンタン』を得たことで、ベルギーの漫画
文化を代表する漫画・児童書出版の最大手に成長し、現在にいたる。
　1942年になると、カステルマン社は『タンタン』シリーズの単行本を62ページ・
フルカラー版（いわゆる「アルバム」と呼ばれるフォーマット）で統一すること
に決定し、1944年にはエドガール・Ｐ・ジャコブス（Edgar P. Jacobs）が共同制
作者として働きはじめる（この関係は3年後に決裂し、ジャコブスは『ブレイク
とモーティマー』［Blake et Mortimer, 1946］シリーズで名をなす）。さらに1946年、
エルジェは週刊誌『タンタン』を創刊して連載の拠点とし、その2年後には「ス
タジオ・エルジェ」を設立して、共同作業による『タンタン』制作システムが完
成する。
　もちろん、これはシリーズの爆発的な人気を受けての成りゆきである。エルジェ
は初期には『タンタン』以外のシリーズも手がけていたが、結局は『タンタン』
一本に絞って生涯にわたり制作をつづけた。
　『タンタン』については、すでに多くの研究の蓄積があるが、ここでは主にブ
ノワ・ペータース『エルジェの世界』を参考にしつつ、『タンタン』シリーズの
特異な点、研究対象として注目される点のいくつかに触れておこう（27）。
　『タンタン』の特徴としては、まず何よりも、漫画の画面としての完成度の高
さが挙げられる。人物の動きが滑らかに伝わるよう読者の視線を誘導する工夫の
数々に加え、たとえば形の似たものを一定間隔で置くことで特定の人物の登場を
予告する役目を負わせたり（28）、前景では人物たちの会話を展開させながら背景
は三コマぶち抜きでひとつづきの雄大な景色を描いたりといった細かい仕掛け
が、ほうぼうに凝らしてある（29）。また、輪郭線をきちんと閉じた均等で狂いの
ない描線は、のちに「明瞭な線（リーニュ・クレール）」と名づけられ、ベルギー
漫画を象徴する画法となった。
　内容面では、タンタンという一少年をめぐって、その時々の国際情勢を反映し
た物語が展開され、子ども向けとはいえかなり政治・社会的な読みこみが可能で
ある。上で見たように第1作ではソ連を辛辣に描いたことがカラー化の断念を招
いたのだが、その後エルジェが政治にまつわる主題を放棄したわけではなく、と
りわけ第5巻の『青い蓮』（Le Lotus bleu, 1934）では、中国を舞台とするにあたり、
エルジェは制作過程で中国からの留学生、張充仁と出会い、協力を仰いだ。作品
内では柳条湖事件が取りあげられ、日本による満州侵略の経緯がところどころに
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示されている。
　こうした現実の政治・社会への言及が問題視され、ときに改変にいたる例もあ
る。たとえば1939年に連載がはじまった『燃える水の国』（Tintin au pays de l’or 
noir）は、イギリス統治下のパレスチナが舞台だったが、1950年の単行本初版で
維持されていたこの設定は、1971年刊の改訂版では架空の国に差し替えられ、そ
れに伴って作中人物の服装などに変更が加えられている。
　また、植民地主義に関して、特に『タンタンのコンゴ探検』は非難を受けてき
た。1931年のモノクロ版と1946年のカラー版を比較すると、前者ではタンタンが
現地の子どもたちに「君たちの祖国、ベルギー」について講義する場面が、後者
では算数の問題に置き換えられている。【図5】（30）それでも、ベルギー少年タン
タンが、いかにも自然にアフリカ少年たちの先生役になるという場面自体が居心
地の悪さを感じさせるものであることに変わりはない。エルジェ自身の思想傾向

【図5】


























